
令和元年度事業報告 

愛の浜園 

１．重点課題に対する取り組みについて 

（１）共生型サービスの創設（放課後等デイサービス事業の展開） 

   （外部環境） 

奄美市における放課後等デイサービス事業の状況につきましては、事業所数が６箇所となっており、近年増え

る傾向にあります。一方、愛の浜園が隣接する大和村においては、当該の事業所等がないために、奄美市の

事業所を利用せざるを得ない状況にあります。 

   （重点課題に対する取り組み） 

事業展開に必要な資格要件（児童指導員、保育士、児童発達支援管理責任者）については、すべて整えるこ

とができました。しかしながら、職員募集への応募者がなく、新規事業の展開が難しい状況となりました。 

（２）短期入所事業の拡大（中長期計画） 

   （外部環境） 

奄美病院利用者の中には、入院の対象でない方や家族からの虐待等により行き場のない方が見受けられ、そ

のような方々の一時的な受入れ先として、近年愛の浜園の短期入所利用希望者が多く見られるようになりました。

しかしながら、現在の定員枠が少ないために受入れを断らざるを得ない状況にあります。また、その他にも重複

した利用希望がある場合には、同様の状況が続いているところです。 

 （重点課題に対する取り組み） 

 ・奄美市における唯一の障害者入所施設として、その使命を果たすために、利用者の障害特性などそれぞれの 

 容態に応じて職員の配置を行い、より多くの利用者の受け入れを可能にしました。 

  ・緊急性の高い事案については、その都度奄美市と協議を行い、特別枠としての受け入れを可能にしました。し 

 かしそのために、日常的な利用者の要望に応じられないケースも発生しました。 

  ・利用者数及び収入においても前年度を大きく上回る実績となりました。 

 ２．各事業所の取り組み 

（１）＜ 施設入所支援＞   定員：４０名 

・健康面を中心に、個々のニーズに合わせながら、余暇活動（ドライブ、ビデオ鑑賞、カラオケ等、）また、地域行事への参加や外出

（買い物、食事）を充実させ、利用者が安心して楽しく生活できるように工夫を行いました。（前年比収入： ＋2,625,124 円）           

  計 画 実施内容 反 省 課 題 

・施設入所支援は、施設内で

充実した施設生活が送れる

よう、日常的な生活の支援

（食事介助、入浴介助、排泄

介助、余暇活動、相談等）を

行い、安心した生活をサポー

トします。 

・本人、ご家族のニーズやス

キルを高め達成する為に個

別支援計画書を作成し、日

中、利用する事業所と連携を

図りながら支援します。 

・利用者の重度化、高齢化に

伴い研修や外部講師を招き

ながら、個々のニーズに合っ

施 設 入 所 定 員 ４ ０ 名

実員：男性：２０名 女性：

２０名 
・日中、夜間において食事、

排泄、歯磨き、入浴、移動の

介助、見守り 
・生活に関する相談や助言 
・余暇の提供、カラオケ、ド

ライブ、ビデオ観賞等 
・支援目標達成の為のスキル

アップ支援 
・利用者の高齢化、重度化に

伴う介護用品の購入 
・毎朝の検温又は必要な方へ

の血圧測定 

・利用者の健康面に関して、

個々の支援内容に合わせて

栄養ケア計画を行い、看護師

や管理栄養士と連携を図り

進めることができました。 

・個々の相談員と連携を図る

ことでご家族への信頼関係

が構築されました。 

 

・利用者の高齢化、重度化に

より、リハビリ道具、器具の

購入が必要 

・利用者の高齢化、重度化に

伴い、年間行事の簡素化と活

動内容の変更が必要。 

・業務改善の為、各部署との

連携必要。（支援員の仕事内

容の確認） 

 

 



たサービスを提供します。 

・利用者の意思や健康面を大

切にし、ゆったりとした環境

の中で生活が送れるように

取り組みます。 

 

・入浴後に毎回、身体チェッ

ク確認、治療 
 
７月 20 日：納涼大会 
８月 30 日：夕涼み会 
12 月６日：クリスマス忘年

会実施 

（２）＜生活介護事業＞   定員：４６名 

・全体朝礼時、毎日、ラジオ体操を行い、班別活動（ミラクル班、サポート班、スマイル班）、生産活動（陶芸）、クラブ活動、レクリェーシ 

ョン、ヘルスタイム、外出支援は全体で大商業施設に行き、担当と個別での外出を実施しました。ボランテイァ活動では、海岸の清掃 

や外部講師によるジャンベ活動及び音楽療法など利用者のニーズや希望に対応しました。 （前年比収入： ＋13,109,880 円） 

計   画 実  施  内  容 反   省 課   題 

・利用者が楽しく活動でき

る日課や環境（班別活動

〔運動、リハビリ、創作、

農芸〕、クラブ活動、レク

リェーション、外出支援、

年間行事）等を計画し、楽

しい時間が提供します。 

・ひとりひとりのご希望や

ご本人の能力が発揮でき

るように、施設入所事業所

と連携を図り、外部の資源

を活用し地域の行事に参

加する等、利用者の生きが

いや楽しみに繋がる支援

を計画します。 

生活介護利用  ４６名定員       
・生産活動、班別活動、全体活動、クラブ活動、ヘ

ルスタイム、レクリェーション 
・美化活動、外出支援、ボランティア活動 
・生産活動班･･･陶芸の作品つくり 
・班別活動 
 ミラクル班･･･園内環境整備、自動販売機の管理、

花苗植え、作品つくり、販売等就

労Ｂにむけての取り組み、ＧＨに

向けての取り組み 
 サポート班･･･ウォーキング、生活支援、創作活

動 
 スマイル班･･･リハビリ、身嗜み、ドライブ等 
・全体活動 
  美化活動、花植え、年間行事         

・クラブ活動 
ドライブ、カラオケ、ウォーキング、レクリェーシ

ョン、チャレンジ  ３５回 
・ヘルスタイム 
外部講師による健康体操、高齢の方のリハビリ

７回 
レクリェーション･･･外部講師による歌や音楽（ジ

ャンベ）や書道、お花、折り紙等

・外出支援･･･利用者、家族の希望により、外出（カ

ット、外食、買い物、カラオケ等、ドライブ、利用

者のニーズに応じた外出） 
ボランテイァ…海岸清掃、県道のごみ拾い等

２回 

・毎週、週計画を作

成し、職員の配置を

行いました。 
・職員のその日の人

数が足りず、全体活

動が多くなりまし

た。 
・業務改善に伴い、

活動時間が少なくな

りました。 

・来年度の活動時間

の見直し 

・利用者の方が楽し

めるように、レクリェ

ーションの充実を図

る   

・高齢、重度の方の

対応（ 健康管 理対

策） 

・年間行事の簡素化

や取り組み方内容は

今後も検討課題 

 

 

①施設利用状況   （ ）は前年度 

 

  

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 定 員 在 籍 欠員年間延日数
外泊者年間延日数 

２４人（２８） 

１７４日（１４４）男（人） ２０ ２０ ０ 

女（人） ２０ ２０ ０ 
入院者年間延日数 

５人 （５） 

１１９日（８２） 計（人） ４０ ４０ ０ 



 ②年齢構成   （ ）は前年度 

 

  ③支援区分・施設入所   （ ）は前年度 

 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

男（人） ０ （０） ０（０） １（１） ４（３） ７（９） ８（８） ２０ 

女（人） ０ （０） ０（０） １（１） ５（４） ５（６） ９（９） ２０ 

計（人） ０ （０） ０（０） ２（２） ９（７） １３（１５） １７（１５） ４０ 

 

 

  ④支援区分・生活介護  （）は前年度 

 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

男（人） ０  ０ ３（２） ５（６） １４（１２） ８（６） ３０（２７） 

女（人） ０  ０ ３（２） ５（５） ７（５） ９（9） ２４（２１） 

計（人） ０  ０ ６（５） １０（１１） ２１（１７） １７（１５） ５４（４８） 

 

（３）＜就労継続支援Ｂ型事業＞   定員：２４名 

        （前年比収入：△2,278,130 円） 

計   画 実  施  内  容 反   省 課   題 

[目的] 

障害者総合支援法に基づ

き、通常の事業所に雇用

されることが困難な障害

者に生産活動の機会を提

供するとともに、生産活

動を通じて、その知識及

び能力の向上に必要な訓

練等の福祉サービスを供

与することを目的としま

す。 

［活動内容］ 

（生産活動） 

施設内外の生産活動を通

じ、知識及び能力の向上

や生活リズムの安定を目

的とした支援を行いま

す。 

（相談支援） 

障害者への働く場所の提供、

及び技能訓練として、農作業や

奄美大島の伝統工芸である大

島紬織等の生産活動や、施設外

就労（奄美市より委託を受けて

いる資源ゴミリサイクル事業）

にかかる知識、及び能力の向上

を目指した個別支援計画を作

成し、半年毎のモニタリングを

実施することによって利用者

のニーズに沿った計画を実施

する事ができました。 
（港公園清掃業務委託につい

て） 
２０２０年度（令和２年度）か

ら奄美市と随意契約を結ぶこ

とで施設外就労に利用者が取

り組む機会の拡大に繋げる事

ができました。 

・利用定員が２４名であっ

たが、平均２０名程度の利

用状況であり、定員を満員

とすることができませんで

した。今後は他事業所や相

談支援専門員との連携を密

にすることで、多くの就労

サービスを希望する利用者

の確保に努めていく必要が

あります。 

・農産物や手工芸製品の生

産量は増やす事が出来た

が、大きく販路を拡大する

[工賃向上への取り組

みについて] 

 利用者の工賃を更

に向上させる為に愛

の浜園就労継続支援

Ｂ型事業が策定した

工 賃 向 上 計 画 を 再

度、確認し職員間で

共有することで令和２

年度の取り組みを検

討する必要がありま

す。 

[施設外就労で取り組

んでいる資源ごみリサ

イクル事業について] 

分別作業の量（週間

単位でのノルマ量）も

大幅に増えており、今

後は課せられた分別

 
１８歳以上 

２０歳未満 

２０歳以上 

４０歳未満 

４０歳以上 

６０歳未満 

６０歳以上

６５歳未満

６５歳以上

７０歳未満

７０歳以上

８０歳未満

８０歳 

以上 
計 平均年齢 

男（人） ０ （０） ８（８） ９（９） ２（２） １（１） ０（０） ０（０） ２０人 
47.6 歳歳

（46.6 歳）

女（人） ０ （０） ５（５） ８（８） ３（２） １（２） ２（２） １（１） ２０人 
５５．１歳

（54.2 歳）

計（人） ０ （０）  （１３）  （１７） （４） ３ （３）  （２）  （１） ４０人 
５１．３５歳

（５０.９歳）



定期的にモニタリングを

実施し、個別支援計画を

ニーズに沿って作成しま

す。また、日常生活、対

人関係、健康面の相談支

援を行います。６ヶ月度

に工賃評価を行います。

（余暇活動・レクリエー

ション） 

桜の花見やグラウンドゴ

ルフなどの軽スポーツ、

旧桃の節句での貝拾いや

魚釣りなどの行事を計画

し実施します。また、納

涼大会やクリスマス会な

どの季節に応じた行事を

行います。 

（利用者の高齢化に伴うサー

ビス及び定員の見直しについ

て） 
利用者の高齢化も進み、就労支

援サービスを受け続けていく

事が本当に適当であるかの判

断を本人及び家族の意向を踏

まえた上で６名の利用者のサ

ービス変更を実施しました。そ

れに伴い定員を２４名から１

８名に変更を実施しました。 

事ができませんでした。 

・農産物の売り上げは昨年

度を上回る事ができたが、

栽培の範囲（土地）を収縮

することになりました。 

作業量に応じた、職

員及び利用者による

作業処理能力の確保

が課題となっていま

す。 

 

 

（４）＜短期入所・日中一時支援＞ 

 ・虐待ケースや、緊急時の受け入れ、家族や本人の要望に応えて受け入れを行いました。その為、他の、短期を利用したい方が受

け入れ出来ないケースもありました。       短期入所・日中一時（前年比収入： +4,546,530 円） 

計  画 実施内容 反  省 課   題 

・在宅で生活している利用者、ご家族の負担軽

減や緊急時等、気軽に安心して利用できるよう

体制を整えます。 

・障害（児）者の日中における一時的な見守り

や日常的に支援が必要とされる利用者のご家

族の負担軽減、また、本人の社会との繋がりや

居場所がない場合の支援の受け入れを行いま

す。 

・利用される利用者のニーズ（時間帯）に応じ

たサービスを提供します。 

・利用者様のニーズにあった、日課や余暇活動

を提供します。 

・短期入所は個別支援計画に基づき、支援に取

り組みます。 

・家族と密に連絡を取り合い、ニーズに応じた

取り組みを行います。 

・毎日体調確認を行い、体調不良時はその都度

家族と連絡を取り、対応いたします。 

 
●短期利用(４月～

３月利用延べ日数：

1340 日) 
･男性７名、女性４名

 
●日中一時利用(４
月～３月利用延べ日

数：３５７日) 
･男性７名、女性１名

 

・利用する方から職員対応

の苦情がありました。 
・利用者の家族との連携を

密に取り、サービスの提供

を行いました。 
・カメラなどで預かり品の

チェックをして、利用者の

私物の保管、管理を確実に

行いました。 
・利用者の体調不良時や施

設での感染症発生時に家族

との連携を密に行う事がで

きました。 
・短期を利用したい利用者

は沢山いるが、職員の配置

や長期ショートがいる事で

お断りする事もありまし

た。 

・短期を兄弟で

利用したいが、

定員枠がなく、

利用できない。

・職員の配置が

足りなく、短期

が利用できな

い。 

・利用状況 

 （ ）は、前年度 

 契約人数 利用述日数 理  由 

短期入所 
１１人 
（７人） 

１３４０日 
（６５１日） 

在宅での生活が難しい方の利用 
（安全面の確保など） 
家族の虐待対応ケース 

日中一時

支援 
 ８人 
（５人） 

３５７日 
（１６４日） 

ご家族の介護の軽減 
本人の希望 



（５）＜フレンド＞ 定員２２名 

 活動報告 

・町内行事への参加、知根小学校運動会、学習発表会、市主催の行事に参加しました。 

・毎月自治会を開いて利用者の要望を聞き、取り入れられる食事メニュー等は献立に取り入れました。 

・利用者の要望に応じ、土、日の外出、外食を計画し、楽しみました。ホーム全体での食事会、忘年会を計画し、食事、カラオケを楽し

みました。   （前年比収入：＋960,940 円） 

計  画 実施内容 反  省 課  題 

・利用者の社会参

加と自立した生活

を目指し、個々に

応じた支援計画に

沿って、生活力を

向上させることが

できるように支援

を行います。 

・余暇支援、外出

支援、外部の行事

への参加の取り組

みを支援します。 

・地域の一員とし

て行事への参加を

通し、地域住民と

の交流を深めなが

ら、地域の一員と

しての自覚を持っ

て生活できるよう

に支援を行いま

す。 

【地域社会との連携】 

地域の豊年祭、敬老会参加 町内会清掃作業（第３

日曜日） 

知根小学校運動会、学習発表会参加 

【他事業所等との連携】 

納涼大会、奄美祭り花火見学、感謝祭、地区、県の

障がい者スポーツ大会 

【市町村イベントへの参加】 

奄美市まなびフェスタ【2月】 

･毎月世話人、支援員との全体会議を実施した。利用

者支援、ホーム全体の管理面、対応など 

話し合いを持ち、問題点、改善点を共有し、支援に

取り組んだ。 

・毎月 1 回、利用者との話し合いの会をもち、利用

者からの要望、意見を聞き、改善できる事には対応

した。土、日の過し方、各自の部屋の清掃に取り組

むようにと促す。利用者からの三賞の推薦がないか、

呼びかけた。 

・夜勤者による巡視 

体調不良の利用者の申し送り、様子観察など行った。

・健康管理【月 1 回の健康相談、個々の定期受診、

歯科受診、ガン検診】 

インフルエンザ予防接種、奄美市ガン検診、複合検

診、大腸、胃カメラ検査 

・個別支援計画書に沿った支援  健康管理、余暇

支援、身嗜みなど 

＊男性利用者７８歳、１月２０日に死去。３月末ま

で１名欠員。 

・職員の確認不足による

与薬間違い、服薬忘れ、

薬のセット間違いなど

のヒヤリハットがあっ

た。前年度より少し件数

が減った。 

ヒヤリハット  17 件

( 前 年 比 － ６ 件 )

事故報告書 ２件(前年

比－１件)     

大島支庁への報告 ２

件 ( 前 年 比 － ２ 件 )

話し合い ２件(前年比

－１件)  

 

 

・利用者の高齢化→65

歳を過ぎている利用

者の今後の生活の場

の検討。 

・健康管理―夜間帯の

体調不良利用者の健

康面。 

・服薬管理―薬のセッ

ト間違い、服薬時の確

認を徹底する。 

・余暇支援、外出支援

・利用者同士の人間関

係、情緒の安定。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）＜ 指定特定相談支援事業「てぃだ」 ＞ 

       （前年比収入：△５７８，３４０円） 

計  画 実施内容 反  省 課  題 

・現在契約しているお客様

に対して相談や訪問、信頼

関係の保持。 

・契約者増加。 

・地域貢献（契約者以外の

対応） 

・相談支援事業所の加算（１

件につき 300Ｐ）の継続。 

・他、情報収集を行い、加

算をとる為に資格取得。 

・令和元年度 （166 件） 令

和 元 年 度 の 請 求 額

（ 9,221,940 円 ） 

・モニタリング   327 件 

・利用計画（更新時も含む）65

件 

・平成31年度３月31日時点175

件でしたが、令和２年４月には

166 件になりました。 

 契約者（児童）が放課後等デ

・契約増加について 

 奄美市に相談支援事業所が増えた為、新規

の利用者が今までのように増えませんでし

た。 

・地域貢献（契約者以外の対応） 

 地域での相談や事業所との担当者会議、ま

た相談部会へ参加し、地域との連携を図り

ました。 

・相談支援事業所の加算について 

 １件につき 300Ｐの継続はできました。 

・件数が多く

なってくる

と、一人一人

の関わりの

範囲が制限

される。 

・奄美領域の

中で遠方の

利用契約の

件の判断。 



（行動障害体制加算・要医

療児者支援体制加算・精神

障害者支援体制加算等） 

イサービスを年度や学年が変

わり利用しなくなった為です。

・他、情報収集を行い、加算がとる為に資格

取得しました。 

・行動障害体制加算の研修終了。 

＊相談員として、書類等に工夫を行い、これ

までより、少しでも効率的に業務ができるよ

う、様式を変更しました。 

 

（７）＜実習受入れ＞ 

・奄美看護福祉専門学校の実習を受入れました。 
（第一回：５月９日～２０日（男性１名）、第二回：５月３０日～６月１０日（男性２名） 
※第一回の実習生１名は体調不良の為、本人及び学校側からの要望で実習は中止となりました。 
※大島養護学校の実習受け入れは、スケジュール調整ができずに、受け入れができませんでした。 

受入れ先 実習期間 人  数 計（延人数） 

奄美看護福祉専門学校 ５月３０日～６月１０日（１０日間） 男性２名 ２０名

大島養護学校   

計 １０日 ２名 ２０名

 

（８）＜保健衛生＞ 

・訪問歯科は週 2 回で、幅広く口腔内の把握、ケアを継続できました。      
・早期に感染症予防対策委員会で情報共有、対策を話し合い、インフルエンザやノロ等利用者の発生はありませんでした。 
・家族間の問題がある利用者の手術に向けて、医療機関や市役所担当者と連絡・協議を行い、精神的なものを含めて手術

実施前から術後までを想定し、予定どおり実施することができました。（悪性腫瘍摘出術）     
・服薬管理は、職員間のダブルチェックの徹底を周知するが、服薬関連ミスが改善されないケースがあります。  
            

令和元年度

内科 精神科 整形外科 脳外科 外科 耳鼻科 皮膚科 眼科 歯科 婦人科 泌尿器科 計

通院治療 今年度 191 441 30 1 16 26 60 51 549 4 3 1372

（人） 前年度 142 488 9 0 4 25 80 49 590 4 4 1395

入院治療 今年度 7 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0 11

（人） 前年度 4 2 0 0 1 0 0 2 0 0 1 10

※数字は年間延べ人数  

 

３．相談・苦情解決 

計 画 相談・苦情内容 反 省 課 題 

利用者、ご家族の

相談や要望を真

摯に受け止め、迅

速に誠意をもっ

て対応します。ま

た、施設入所、グ

ループホームの

自治会や日常生

活の中で、利用者

とのコミュニケ

ーションを図り

令和元年４月１日～令和２年３月３１日相談苦情の件数の主な

内容 

① 左耳の痛みがあるので受診を検討して欲しい。 

② 靴のサイズを確認してほしい。（靴が窮屈そうである。）
③ 利用者が、洋服が気に入らないと捨てる事について。

本人を説得してほしい。（GH 利用者） 
④ 外出、受診時の身だしなみの再確認。 
⑤ これまで一人でできていた利用者であっても、入浴や

排せつについて、本人任せにせずに確認、声掛け支援
をしてほしい。（GH利用者） 

⑥ 構われたい様子が伺える。もっと、関わりを持ってほ
しい。 

⑦ 療育手帳の判定結果が、現状よりも軽い評価になって
いる。 

・１年間の苦情件

数は減っている

が、日常生活の支

援をしっかりして

いれば解決できた

事もあるように感

じました。 

・苦情の状況は、

全体朝礼や各部署

への申し送りで伝

達できました。 

・日常の個々

の支援の見直

しを考える。

・利用者の相

談、苦情の捉

え方 



ながら、困りごと

や相談事を聞き、

解決できるよう

に努力し充実し

た生活が送れる

ように努めます。 

⑧ ご家族より、「歯磨き支援の時に強くこすり過ぎるか
ら、愛の浜園に行きたくない。」と言っている。 

⑨ 利用者の兄より、弟の頭にシャンプーの泡がついてい
たので、しっかり確認してほしい。 

⑩ 短期利用者家族より、もっと居室の清掃を・・・。 
⑪ もっと優しい声掛けを心がけてほしい職員がいる。 
⑫ 軽体操時に肌が見える服装の利用者がいる。TPO に応

じた服装を・・・。 

 

４．防災訓練 

計 画 実施内容 反 省 課 題 

・毎月、防災訓練を行います。 

・年 2回（6ヶ月の間隔を置く）の総合

防災（うち 1回は消防署立会い）、地震、

津波による避難訓練、不審者対策訓練、

風水害訓練を取り入れ様々なケースに

対応します。 

・火災訓練は、早朝、日中、夕方、夜間

を想定した訓練を、毎回火点を変えて行

います。 

・年２回、フレンド（G・H）の避難訓練

を行います。 

・避難訓練後は、反省会を行い、次回の

訓練に反映していきます。 

・毎月園内とグループホームの安全点検

を行います。 

・大きな災害や事件が起きた場合は、そ

のケースを元に話し合いを行い、訓練に

も取り入れていきます。 

・年 2回、町内向けサイレン放送の拭鳴

試験を行います。 

・緊急時には福祉避難所として多目的ホ

ールを開放し、地域住民の受け入れを行

います。 

・救急救命講習を実施します。 

・防災訓練を行う。 

普通避難訓練 ６回（早朝：３回、

日中：２回、夕方１回、夜間：０

回） 

総合防災訓練 ２回（自主訓練：

１回、消防署立会い：１回） 

不審者対策訓練 １回 

地震・津波対策訓練 １回 

風水害訓練 １回 

フレンド（Ｇ．Ｈ）避難訓練２回

・元消防隊の地域住民を招き、救

急救命講習を行いました。 

・下水清掃は毎週行いました。 

・毎月安全点検実施し、対応しま

した。 

・必要な災害用品を購入しました。

・夜間想定の訓練が行

えなかった。 
・防災の係間で情報の

共有がとれていない

事があった。 
 

・防災の係で話し

合う時間があまり

持てなかったの

で、来年度は月に

１回ほど話し合い

を持ち、防災訓練

の取り組みを考え

たり、情報の共有

を行う。 
・年１回ＡＥＤを

使った講習を行

う。 
・防災用品は迅速

に購入する。 
・本番を想定した

緊張感のある避難

訓練を検討、実施

する。 

 

 

 

 

 

 



５．会議及び研修 

・研修では職員のスキルアップとして、理学療法士による園内研修、利用者個々に応じた介護技術研修、園内に必要な研修、（自家発

電、救急講習、身体拘束の勉強会、また、働き方改革に合わせて）臨機応変に研修を行いました。 

計  画 実 施 内 容 反  省 課  題 

・職員の技術アップやサ

ービスの制度について

の知識を高めるために、

研修を行い、職員の質の

向上に繋げていく。 

・1ヵ月前のケース会議

では、発表できるように

計画を立てる。 

・参加できない職員への

資料配布もしくは申し

送り等、全職員への周知

徹底 

実施結果 

５月：夜間、緊急時シュミレーション研修会 

 ：出張報告（全国生産活動・就労支援部会）

  〃 （九州地区知的障害種別部会研修）

６月：リハビリ研修 
  ：新任研修会に参加して 
  ：障害者差別解消法福祉事業者向け研修 
  ：知ってる？知らない？救急法 

７月：新任職員研修会 
  ：自家発電機作動研修会 
  ：リハビリ講習会（圧迫骨折・バランスボ

ール） 
   ：看取り、ターミナルケアの研修会 
９月：危機管理講習会 プロフェッショナルを目

指して 
   ：身体拘束について 
   （クローズアップ現代：何故減らない身体

拘束） 
11 月：全国大会報告研修 
   ：慈愛会福祉法人 5 施設研修  
12 月：部署ごとによる働き方改革に伴う改善策

２月：新任職員研修会 
  ：大島地区障がい関係施設職員研修会 
  ：理事長と語ろう会      

３月：令和２年度事業計画について 

  新型コロナウィルスに向けて手洗い講習 

・前年度の課題であった、共

生社会にむけての研修会が、

理事長と語ろう会、5 施設研

修会の中での研修でヒント

が見つかった。 

・多数の人数で、全国大会に

参加できたことは何よりの

収穫でした。 

・看取りの研修は職員間の連

携が大切であることが理解

できました。 

・その時々の園内

の問題や課題につ

いての研修（働き

方改革、介介護技

術や支援のスキル

等、園全体のレベ

ルアップに向けた

研修）が必要 

 

 

６．年間行事 

 ・利用者の高齢化等に伴い、行事に参加できない利用者も散見されました。 

 月   日 内   容 備   考 

4 月 
１ 

４ 

新年度事業開始   

旧桃の節句 

・施設入所４０名 生活介護４６名 グループホーム２２名 就労Ｂ事業所２２名

・生活介護：知名瀬の海岸    就労Ｂ：大和村方面 

 

５月 

 

１ 

５ 

１２ 

１９ 

 

創立記念日 

面会日 

鹿児島県障害者スポーツ大会 

・小旅行 

鹿児島県障害者スポーツ大会 

・小旅行 

・記念日を祝う（紅白まんじゅうを提供）、運営方針、支援計画の説明 

・多目的ホールにて  家族会 総会 ビデオ鑑賞 写真展示等 

・陸上（１名参加） ・鹿児島県（知的、身体、精神） 

・鹿児島市内 ２名（・観覧車 ・映画鑑賞） 

・アキュラシー ３名  ・鹿児島県（知的、身体、精神） 

・鹿児島市内３名   （水族館、プラネタリウム、博物館他） 

６月 

７ 

 ８ 

２２ 

２５ 

一日遠足 

  〃 

グラウンドゴルフ大会 

知名瀬町内会 敬老会  

・龍郷町文化センター りゅうゆう館 生活介護  ７４名参加 

・住用村 山間 マングローブパーク  就労Ｂ ２５名参加 

・知名瀬グラウンドゴルフ場にて ２７名参加 

・公民館（フレンド利用者も招待され参加） 余興にて発表８名 

７月 

４ 

５ 

２０ 

夏に親しむ（一日遠足） 

    〃   〃 

愛の浜園納涼大会 

・国直海岸：（生活介護）  ８３名参加 

・住用村 マングローブパーク （ 就労Ｂ） ２８名参加 

・台風接近為、多目的ホールにて食事、演芸を楽しむ  １３７名 その他大勢

８月 

 ２ 

６ 

２４ 

奄美祭り花火見学 

夏の買い物支援 

夕涼み会 

・今回は、公用車でドライブをしながら花火の見学を行った。 ５０名参加 

・お盆前の雰囲気を味わいながら、食事や買い物を楽しんだ。４５名参加 

・夏の一夜、利用者、職員で食事やゲームをして楽しむ 計１１５名参加 



９月 
１ 

１２ 

町内会豊年祭相撲見学 

敬老会（園内） 

・知名瀬公民館 町内の行事に参加して親睦を深めた ２６名参加 

・多目的ホール 敬老者を皆でお祝いし、楽しい時間を過ごす 計９２名参加 

１１月 

３ 

９ 

２４ 

大島地区ゆうあいスポーツ大会 

知根小学校 60 周年記念学習発表

会感謝祭 

・龍郷町 グラウンド １０１名参加 

・地域との関り、親睦を図る。知根小学校体育館（舞台で発表１４名） 

・地域の方への感謝の気持ちを込め。（多目的ホール、中庭） 職員４１名参

加 

１２月 

６ 

１２ 

２７ 

クリスマス・忘年会 

園内餅つき 

御用収め 

・市内サンプラザホテルにてご家族、町内、講師招く １７時半～２０時半 

・力強く餅をつき、新年を迎える準備を行う。 多目的ホール  ９９名参加 

  
１

月 

６ 
 １０ 

２５ 

３０ 

御用始め 

年の祝い 

花見遠足 

花見ドライブ 

・子年生まれをお祝いし、今年一年の健康を祈る 多目的ホール ９１名 

・春の訪れを感じながさくらの花を見学する （就労 B）崎原～龍郷  

・桜の花を見て。楽しみながら季節を感じる （生活介護） 崎原 ６８名 

３月 

２６ 

２６ 

旧桃の節句 
  〃 

・釣りや散歩をして親睦を図る 大和損  就労 B  ２５名参加 

・昔ながらの地域の行事を大切に一年の健康を祈る 知名瀬海岸 生活介護

７３名参加 

 

 

 


